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１．はじめに
世界でシェアサイクルが普及し始めている。特にヨーロッ

パではパリ，ロンドン，バルセロナやコペンハーゲンを中心に
シェアサイクルが公共の一部もしくは公共交通を補完するも
のとして位置づけられている。中国ではポートレス型シェア
サイクルが普及してきたが，交通結節点等の利用が集中す
る箇所への乗り捨てが問題化し，放置自転車，駐輪場公
共スペース占拠，破壊行為などが社会問題化した[1]。ニュー
ヨークでは，2013 年からシティバイク（シェアサイクル）が
稼働している。利用が多い日では 1日に平均で 1 台が 7
～ 8 回利用される。ニューヨークでは自転車の走行量が増
加すると自転車事故率は低下するというデータがある[2]。
日本ではポート型のシェアサイクルを中心として発展してきて
おり，乗り捨てや放置自転車問題も解消されてきたと思われ
る。日本では自転車活用を推進することを目的として，2018
年に自転車活用推進法が施行され，国民の身近な交通手
段である自転車による環境負荷の軽減，災害時における交
通機能の維持，国民の健康増進を目指している。

レンタサイクルに関する研究として，まず，鈴木らは，観光
における今後のレンタサイクルの活用可能性を明らかにする
ために，ヒアリング調査とアンケート調査を行い，シェアサイ
クルの活用可能性を見出している[3]。次に，橋口らは，観
光地運営側の視点から見た，今後の観光振興におけるレン
タサイクル活用を検討し，観光レンタサイクルに取り組んでい
る市区町村の特徴と，他の交通手段との補完関係を明ら
かにした [4]。

日常利用としてのシェアサイクルでは，橋本らは，岡山市
コミュニティサイクル「ももちゃり」を対象として，利用者の

CCS（コミュニティサイクルシステム）に対する評価を明ら
かにするとともに，CCS 導入がまちの魅力に与える効果を
検討した［5］。次に，佐藤ら は，名古屋市において約 3
万人が参加した CCS の社会実験で得られたデータを用い
て，大規模 CCS 実現のキーポイントとなるステーション配置
を決定する際の有用な知見を得た［6］。一般財団法人
自転車産業振興協会が 2020 年度に実施した有効回答数
600 件の大規模アンケートでは，シェアサイクルの利用実態
が報告されており，主にシェアサイクルの整備されている大
都市に限定した調査ではあるが，定期的に利用しているが
22％であった［7］。また，利用理由や利用目的，利用頻度，
認知要因を明らかにしている。しかしながら，全国を対象と
した調査とはなっていない。

本研究では，日常利用のシェアサイクルに着目し，シェ
アサイクルへの市民の認識を明らかにすることを目的とし
た。今後のシェアサイクルの全国的普及の検討も配慮して，
シェアサイクルの整備されていない地域を含めた全国調査
とした。

２．研究の方法
シェアサイクルを利用するにあたって重視する項目を調査

するため，全国のスマートフォン利用者を対象として，2023
年 1 月にアンケートを行った。調査には民間企業のスマー
トフォンリサーチを利用し，11,784 件のアンケートを配布し，
1,056 件の回答を回収し，回収率は 9.0％である。

アンケートでは，シェアサイクルを利用しない理由や，利用
する場合の目的，どのような方策があれば利用促進につな
がるかを明らかにした。設問の内容は①回答者属性，②
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利用経験の有無，③シェアサイクルを知ったきっかけ，④利
用したいと思う理由，⑤利用しない理由，⑥利用する場合
の目的，⑦必要だと思う方策の 7 問を調査した。

３．結果
３．１　回答者の属性

回答者の性別，年代，職業，婚姻状況，居住地を図１
に示した。図１のように性別はほぼ同数の 50％程度であり，
年代別では 20 代以上の回答者数は日本の年代別人口割
合に近い回答を得ている。職業についても会社員やパート，
学生など多様な回答を得ている。婚姻状況については未
回答が 10.7％あるが，日本の有配偶率（男性 60.8％，女
性 57.0％）に近い既婚 54.6％の回答を得ている。日本の
都道府県別の回答者数でも，日本の総人口に対する各都
道府県の人口割合と，総回答数に対するそれぞれの都道
府県の回答割合とが，誤差３％以内の近い値となっている。

３．２　シェアサイクルの利用の有無と回数
利用の有無では，有りが 8.7％（92 名），無しが 91.3％（964

名）であった。利用経験のあった92名の内訳は１回（37名），
２回（10 名），３回（12 名），４回から９回（13 名），10 回
から99 回（14 名），100 回以上（６名）であった。

３．３　シェアサイクルを知ったきっかけ
シェアサイクルを知ったきっかけを複数回答可でアンケート

図1　アンケート回答者の基本属性（n=1,056）

図2　シェアサイクルを知ったきっかけ（年代別）
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し，全体と年代別に回答割合をグラフ化したのが図２であ
る。各年代はそれぞれの年代の回答数に対する割合であ
り，全体は回答者数全体に対する割合である。全体を見ると，
「シェアサイクルステーション/ ポートを見て（32.1%）」「テ
レビ・ラジオ（24.2%）」「このアンケートで知った（22.8%）」
「走っているシェアサイクルを見て（22.0％）」「インター
ネット検索・SNS（15.4%）」「駅・公共施設のポスターな
ど（10.3%）」となっている。実際の   シェアサイクルの利
用やシェアサイクルのステーション/ポートを見ることで知るこ
とがある。一方で，テレビ・ラジオやインターネット，ポスター
などでの広告・宣伝がシェアサイクルを知るきっかけともなっ
ている。図２には全体の回答割合が 10％以上の選択肢の
みを示したので，他の選択肢の回答として，「友人・知人・
家族等からの紹介（5.2%）」「覚えていない（4.9%）」「街
頭でのキャンペーン（4.9%）」「パンフレット・チラシ（2.9％）」

「その他（1.2％）」があった。シェアサイクルを「このア
ンケートで知った（22.8％）」は，このアンケートをするまで
シェアサイクルを知らなかった回答者がいたことを示してい
る。年代別の特徴としては，10 代では「このアンケートで

知った（50.0％）」「インターネット検索・SNS（22.2%）」で，
10 代では，まだシェアサイクルを知らない人も多い。20 ～
50 代にかけては，「シェアサイクルステーション/ ポートを見て

（30.1~38.0%）という回答が最も多かった。また，「走って
いるシェアサイクルを見て（21.4~26.8%）」という選択肢の
回答も多い。他の特徴としては，「テレビ・ラジオ」の選択
肢が 10 代（9.7％）から60 代（39.5%）と増加し，一方で，「イ
ンターネット検索・SNS」が 10 代（22.2%）から60 代（9.2%）
となっている。

３．４　シェアサイクルを利用したいと思う理由
設問では，「シェアサイクルを利用したいと思う理由はなん

ですか？（複数回答可）」と設定した。ただし，シェアサイ
クルを利用したいと思わない回答者の理由を除くため，「利
用したいと思わない」選択肢（単回答）を設定した（図３）。
まず，利用したいと思わない回答者が全体の 43.0％程度い
る。残りの57.0％の回答者が利用したいと思う理由では，「乗
り捨て（片道利用）ができるから（32.0%）」「出先で移
動ができるから（30.0%）」「色 な々ところを巡るのに便利だ
から（18.4%）」「目的地までの移動費用が抑えられるから

（16.7%）」の回答が多く，主に移動に関係する理由からシェ
アサイクルを利用したいと考えている。また，「自転車のメン
テナンスを自分でしないで済むから（13.1%）」「駐輪場を
借りなくて済むから（11.2%）」「他の手段より短い時間で目
的地へ行けるから（11.2%）」などの使いやすさの観点の
回答も一定数いた。

図3　シェアサイクルを利用したいと思う理由（年代別） 図4　シェアサイクルを利用しない理由（年代別）
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３．５　シェアサイクルを利用しない理由
設問では，「シェアサイクルを利用しない理由は何ですか？

（複数回答可）」と設定した。ただし，シェアサイクルを利

用している回答者については，「シェアサイクルを利用して
いる」選択肢（単回答）を設定した。まず，図４の全体
で見ると，「自転車を持っているから（26.9%）」「近くにシェ
アサイクルのポートがないから（25.3%）」の回答が多く，自
転車を持っているか，ポートが近くに無いことを理由としてい
る。図４，５に掲載した以外の選択肢としては「他の交通
機関が充実しているから（9.9%）」「毎回料金がかかるから

（9.8%）」「電車・バス・自家用車などより不便だから（8.8%）」
「事故が心配（4.3%）」「体力に自信がないから（3.8%）」
「自転車に乗れないから（2.5%）」「自転車のデザインが
悪いから（0.9%）」「CO2 削減など環境⾯に興味が無い
から（0.1%）」であった。図４の年代別に見ると10 代の「自
転車を持っているから（51.4%）」が突出している。図５の
男女別では，「自転車を持っているから（女性 30.8%，男
性 23.1%）」「近くにシェアサイクルのポートがないから（女
性 28.1%，男性 22.5%）」となっていた。

３．６　シェアサイクルを利用する目的
図６に示したようにシェアサイクルを利用する場合の目的

として，全体では「観光での移動（38.5％）」「他の交
通手段がない目的地の移動（35.0％）」「近い距離の移動

（32.9％）」が多かった。年代別に見ると観光での移動は，
「60 代（44.6％）」「30 代（44.1％）」であるのに対して「10
代（25.0％）」「20 代（30.9％）」であり，年代により数値
に違いが見られた。他の交通手段がない目的地の移動で
は，「20 代（44.4％）」が他の年代よりも高い値となっていた。
10 代では，「観光での移動（25.0％）」「他の交通手段が
ない目的地の移動（33.3％）」「近い距離の移動（25.0％）」
と他の年代より低くなっているが，「趣味・遊び（19.4%）」「健

図5　シェアサイクルを利用しない理由（男女別）

図6　シェアサイクルを利用する目的（年代別） 図7　シェアサイクル利用する目的（男女別）
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康増進・トレーニング（6.9%）」「通勤・通学（8.3%）」は
他の年代より高い値となった。男女別の結果（図７）では「観
光での移動（男性 33.8%，女性 43.4％）」は女性が高く，「近
い距離の移動（男性 36.0％，女性 29.6%）」では，男性
の方が高い値となっていた。

３．７　シェアサイクルの利用の促進方策
設問では，「シェアサイクルの利用を促進する上でどのよ

うな方策が必要だと思いますか？（複数回答可）」の問に
対して図８，図９の回答を得た。シェアサイクルの自転車・ポー
トに関連する方策（選択肢）では「サイクルポートを増やす
（48.8%）」「自転車の台数を増やす（23.6%）」の回答が
あった。シェアサイクルの利用・登録方法では，「利用料金
を安くする（45.6%）」「利用できる時間帯を伸ばす（25.6%）」
「会員登録を簡単にする（25.5%）」「交通系 ICカード
を使って利用できる（22.8%）」「事故発生時の補償がある

（25.2%）」となった。広報・周知に関連する方策では，「利
用方法を周知する（31.4%）」「WEB やアプリ上でポート
の位置を確認できる（18.5%）」「交通ルール・マナーの周
知徹底（17.7%）」となった。年代別で，全体より5％以上
値が高くなっているのは，「交通系 ICカードを使って利用で
きる（全体 22.8%，20 代 32.7%）」「利用方法を周知する

（全体 31.4%，60 代 37.9%）」「利用できる時間帯を伸ば
す（全体 25.6%，10 代 30.6%）」「交通ルール・マナーの
周知徹底（全体 17.7%，40 代 24.0%）」となっていて，年
代によって重視する方策が異なる部分もある。図９の男女
間の差を見ると，「利用方法を周知する（男性 26.6%，女
性 36.3%）」「サイクルポートを増やす（男性 45.6%，女性
52.0%）」「WEB やアプリ上でポートの位置を確認できる（男
性 15.9%，女性 21.0%）」となっていた。

４．まとめ
回答者数 1,056 名の全国調査におけるシェアサイクル

の利用経験ありが 8.7％で，利用経験無しが 91.3％であっ
た。シェアサイクルのある大都市の調査では定期的に利
用が 22％［7］と高い値であったのに対して，今回の全
国一律調査ではシェアサイクルの整備されていない地域を
含めて調査している。このため，シェアサイクルが整備され
れば，今後利用率の向上が期待できる。シェアサイクルを
知ったきっかけは，広報宣伝だけで無く，実際のシェアサイ
クルの利用風景を見ることも知るきっかけになっていた。ま
た，シェアサイクルを利用しない理由では近くにシェアサイク
ルのポートがない（25.3%，図４）からも，シェアサイクルの
整備を進めることで，利用推進の可能性がある。シェアサ
イクルを利用したいと思わない回答者が 43％いたが，残り

図8　シェアサイクルの利用促進に必要な方策（年代別） 図9　シェアサイクルの利用促進に必要な方策（男女別）



─  62  ─

の 57％がシェアサイクルを利用したいと思っており，その利
用したい理由では，乗り捨て（片道利用）ができる（32.0%，
図３）や出先で移動ができるから（30.0%，図３）があげ
られていた。シェアサイクルの利用目的では観光（38.5％，
図６）だけでなく，他の交通手段がない時の移動（35.0％，
図６）や近距離移動（32.9％，図６）も目的となっていた。シェ
アサイクルの利用を促進する方策では，シェアサイクルの「自
転車・ポートに関連する方策」と「利用・登録方法」，「広報・
周知」があった。「自転車・ポート」の方策ではサイクル
ポートや自転車の台数を増やし，「利用・登録方法」では，
利用料金を安くし，時間帯を伸ばし，交通系 ICカードなど
の活用も検討しながら会員登録を簡単にする。「広報・周
知」では利用方法を周知することに加えて，WEB やアプ
リ上でポートの位置を確認，交通ルール・マナーの周知徹
底があげられる。シェアサイクルは，他者を介せず直接利
用できる交通手段であり，聴覚障害者でも利用し易い移動
手段となるため，この意味でもシェアサイクルの推進方策を
今後検討することが望まれる。
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Abstract: Focusing on the daily use of shared bicycles, this survey aimed to clarify citizens’ 
perceptions of shared bicycles. A nationwide survey of 1,056 respondents was conducted, with 
questions on the following topics: (1) respondent attributes, (2) whether they have used the service, (3) 
how they learned about shared bicycles, (4) reasons for wanting to use them, (5) reasons for not using 
them, (6) purposes for using them, and (7) measures they believe are necessary. The results showed 
that 8.7% of the respondents had experience using shared bicycles, and 91.3% had no experience 
using them. Measures to promote the use of shared bicycles included “measures related to bicycles 
and ports,” “how to use/register for shared bicycles,” and “publicity and awareness.”
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